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厚生労働省 （15）障害福祉サービス（共同生活援助） 本省 － 1,472,806の内数 1,565,141の内数 92,334の内数 －

事案の概要

共同生活援助（以下「グループホーム」という。）の総費用額は、障害福祉サービス全体の費用の伸びを上回って増加している。その収支
差率は、全サービス平均より高く、近年は営利法人が多数参入している。社会保障審議会障害者部会報告書においては、「グループホームに
ついては、近年、障害福祉サービスの実績や経験が少ない事業所の参入が多く見受けられ、障害特性や障害程度を踏まえた支援が適切に提供
されないといった支援の質の低下が懸念される。」と指摘されている。障害福祉サービスの報酬は事業者に支払われるが、必ずしも提供する
サービスのコストや内容を適切に反映したものになっていないおそれがあるため、これを検証する。

調査結果の概要及び今後の改善点・検討の方向性

事業所によって支援内容や質にバラツキが大きいことに鑑み、グルー
プホームにおける障害者の方の特性に応じた具体的な支援の在り方や基
準を示すべき。
また、障害者の方の特性に応じた支援内容や支援の質を踏まえて、報

酬体系を見直すべき。

各事業所が任意に定める週所定労働時間によって、報酬を得るために
必要なサービス提供時間が左右される実態に鑑み、サービス提供時間の
実態やそのコストを適切に反映する報酬体系に見直すべき。

特例措置利用時のグループホームの報酬が、特例措置の利用時間に応
じた報酬体系となっていないことから、特例措置の利用時間の実態を適
切に反映する報酬体系に見直すべき。
また、同一の法人が二重に報酬を得ている例があることも踏まえ、特

例措置の在り方についても検討すべき。

反映状況票

反 映 の 内 容 等

グループホームにおける障害者の方の特性に応じた支援や、サービスの
質を評価するための具体的な基準の在り方については、グループホームの
支援に関するガイドラインの策定や、管理者、従業者等に対する資格要件
や研修の導入等について、令和６年度以降に検討を行うことを予定してい
る。

サービスの支援内容の実態や収支状況を適切に反映するため、障害支援
区分ごとの基本報酬について、支援内容や収支状況を踏まえた見直しを行
いつつ、サービス提供時間の実態に応じた報酬への見直しを行うことを予
定している。
重度障害者の個人単位の居宅介護等の利用については、重度障害者の受

入体制の確保の観点から、特例措置の延長を検討し、その上で、居宅介護
等を長時間利用する場合については、支援の実態に応じた見直しを行うこ
とを予定している。

（単位:百万円）

１．グループホームにおける家事提供の内容

２．グループホームにおけるサービス提供時間

１．グループホームにおける家事提供の内容

２．グループホームにおけるサービス提供時間


